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昭
和
42
年
、

中
四
国
地
方
で

唯
一
の
経
済
専

門
大
学
と
し
て

開
学
し
た
広
島

経
済
大
学
は
、

以
来
50
年
に
わ

た
っ
て
、
地
域

の
経
済
と
社

会
、
文
化
を
支

え
る
人
材
を
育

成
し
て
き
た
。

開
学
時
の
経
済

学
部
経
済
学
科

の
１
学
科
・
入

学
定
員
１
５
０

人
か
ら
、
昭
和

49
年
の
経
営
学

科
の
設
置
を
経

て
、
現
在
は
５

学
科
・
入
学
定

員
８
５
０
人
へ

と
発
展
し
、
大

学
院
経
済
学
研

究
科
に
は
博
士

前
期
・
後
期
課

程
も
設
置
。
経

済
学
の
教
育
研

究
拠
点
と
し

て
、
西
日
本
の

■
学
長
就
任
挨
拶

　

開
学
50
周
年
、
学
園
創
立

１
１
０
周
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
に
学
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
学
園
お
よ
び
広
島
経
済

大
学
の
基
礎
を
築
き
上
げ
、
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
校
祖
石
田
米

助
翁
を
は
じ
め
、
歴
代
理
事
の

方
々
や
諸
先
輩
方
、
そ
し
て
教

職
員
の
み
な
さ
ま
に
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
『
開
学
50
周
年
記

念
誌
』の
編
集
委
員
長
を
務
め
、

本
学
の
50
年
の
歩
み
を
じ
っ
く

り
と
振
り
返
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
先
人
た
ち
の
「
節

目
節
目
で
の
的
確
な
意

思
決
定
」、「
新
し
い
こ

と
に
大
胆
に
取
り
組
む

進
取
の
気
象
」、「
建
学

の
精
神
『
和
を
以
て
貴

し
と
為
す
』
を
実
践
す

る
教
職
員
間
の
良
好
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
な
ど
が
、
本
学
の
今

日
の
隆
盛
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も

に
、
大
学
の
未
来
を
担
う
学
長

と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
、
全
力
で
責
務
遂

行
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
手
応
え
と

　
未
来
へ
の
方
向
性

　

本
学
で
は
、
平
成
18
年
度

よ
り
「『
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ

る
』
興
動
人
の
育
成
」
を
教
育

目
的
に
掲
げ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
興

動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
稼
動

し
、「
人
間
力
」
の
育
成
に
一

層
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ま

た
平
成
25
年
に
は
、「
定
員
確

保
よ
り
も
学
力
優
先
」
を
入
試

の
基
本
方
針
と
し
「
戦
略
的
定

員
割
れ
」
に
踏
み
切
る
と
と
も

に
、
学
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
た
め
の
「
勉
強
さ
せ

る
仕
組
み
作
り
」
を
主
眼
と
し

た
様
々
な
教
育
改
革
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
10
年
に
わ
た
る
取

り
組
み
の
な
か
で
、
知
識
・
技

能
、
論
理
的
思
考
力
の
よ
う
な

「
知
力
」、
困
難
に
立
ち
向
か
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
相
手
を
思

い
や
る
共
感
性
な
ど
の
「
人
間

力
」、
自
分
の
思
い
を
他
者
に

伝
え
る
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
を
学
生
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
磨
く
こ
と
が
で
き
る
本
学

独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
き
て
受
講
態
度
の
向

上
、
出
席
率
の
上
昇
、
単
位
修

得
数
の
増
加
な
ど
、
学
生
の
勉

学
姿
勢
に
は
目
立
っ
て
改
善
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
落
ち

込
ん
だ
入
学
者
数
も
一
昨
年
度

か
ら
増
加
に
転
じ
、
さ
ら
に
中

四
国
の
「
大
学
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

メ
ー
ジ
調
査
」（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
一
昨
年
、

昨
年
と
２
年
連
続
し
て
ト
ッ
プ

10
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
（
６

面
参
照
）。
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
様
々
な
施
策
に
対
す
る

確
か
な
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
入
試
改
革
の
基

本
方
針
を
堅
持
し
、「
愛
情
あ

る
厳
し
さ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
教

育
力
を
高
め
、
有
為
な
人
材
の

輩
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
興
動
人
の
育
成
と
い
う

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
大
学
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
存
在
感
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。■

50
年
先
、
１
０
０
年
先
を

　
見
据
え
て

　

私
は
長
年
銀
行
に
勤
め
て
い

ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
民

間
企
業
と
大
学
で
は
成
果
が
求

め
ら
れ
る
ま
で
の
「
時
間
の
尺

度
」
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
短
期
間

で
早
急
な
成
果
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
民
間
企
業
に
比
べ

る
と
、
大
学
の
教
育
、
研
究
は

そ
の
性
格
上
、
性
急
に
成
果
を

求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
30
年
以

降
に
は
18
歳
人
口
減
少
が
加
速

す
る
こ
と
や
文
部
科
学
省
主
導

に
よ
る
入
試
改
革
や
教
育
改
革

が
「
待
っ
た
な
し
」
の
状
況
に

な
る
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
今
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

50
年
先
、
１
０
０
年
先
に
も

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
大
学

の
教
育
・
研
究
の
場
に
ふ
さ
わ

し
い
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
意
思
決
定
を
行
う
と
同
時

に
、
必
要
に
応
じ
て
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
判
断
や
行
動
を
柔
軟

か
つ
的
確
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
く

現
代
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き

抜
い
て
い
く
た
め
の
揺
る
ぎ
な

い
実
力
を
学
生
が
身
に
つ
け
て

い
け
る
よ
う
、
本
学
の
行
動
指

針
で
あ
る
「
Ｂ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｅ
ｎ
ｔ-

o
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ

（
す
べ
て
は
学
生
の
た
め
に
）」

を
胸
に
、
全
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
広
島
経
済
大
学

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

私
立
大
学
の
中
に
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
き
た
。
平
成
６
年

に
は
、教
職
員
の
行
動
指
針「
Ｂ

ｅ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ-

o

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
（
す
べ
て
は

学
生
の
た
め
に
）」
が
打
ち
出

さ
れ
、
人
材
育
成
の
た
め
の
教

育
機
関
と
し
て
の
基
本
方
針
が

確
認
さ
れ
た
。

　

教
育
拡
充
の
歩
み
は
、
平
成

11
年
の
国
際
地
域
経
済
学
科
※

に
は
じ
ま
り
、
平
成
14
年
の
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
、
平
成
16
年

の
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、

そ
し
て
平
成
23
年
の
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
の
設
置
へ
と
至
る
。

社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
像
と

受
験
生
が
必
要
と
す
る
知
識
・

ス
キ
ル
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、

建
学
以
来
の
教
育
目
標
を
時
代

の
最
先
端
で
実
践
し
て
い
こ
う

と
す
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
何
よ
り
も
特
筆
す
べ
き

は
、
経
済
産
業
省
が
平
成
18
年

か
ら
提
唱
を
始
め
た
社
会
人
基

礎
力
、
す
な
わ
ち
「
前
に
踏
み

出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー

ム
で
働
く
力
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
先
取
り
す
る
形
で
、
平
成
17

年
か
ら
本
格
的
な
検
討
を
開
始

し
、
翌
年
か
ら
全
学
に
導
入
し

た「
興
動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
あ
る
。「
興
動
館
科
目
」
と

「
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か

ら
な
る
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
社
会
に
お
け
る
実
体
験
を

重
視
し
、
学
生
の
自
主
性
と
可

能
性
を
引
き
出
し
、
地
域
や
国

際
社
会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
学

生
一
人
ひ
と
り
が
「
成
し
遂
げ

る
」
体
験
を
獲
得
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
成
長
を
続
け
ら
れ
る

基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
画
期
的
な
取
り
組

み
は
、
大
い
に
注
目
を
集
め
、

平
成
20
年
の
経
済
産
業
省
「
体

系
的
な
社
会
人
基
礎
力
育
成
・

評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
に
は
、
教

育
の
質
保
証
へ
の
社
会
的
な
要

請
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
入
試

の
合
格
ラ
イ
ン
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
入
試
改
革
を
断
行
す
る

と
と
も
に
、
高
く
な
っ
た
ハ
ー

ド
ル
を
突
破
し
た
学
生
に
対
し

て
、
よ
り
行
き
届
い
た
教
育
を

行
う
た
め
の
大
幅
な
教
育
改
革

が
実
施
に
移
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
開
学
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
主
体
的
に
学

び
、
創
造
力
と
表
現
力
を
高
め

る
た
め
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ

モ
ン
ズ
「
明
徳
館
」
が
昨
年
12

月
に
完
成
し
た
。
こ
れ
で
知
力

を
深
め
る
「
図
書
館
」、
実
践

に
よ
っ
て
人
間
力
を
磨
く
「
興

動
館
」
と
、
本
学
の
人
材
目
標

で
あ
る
「
興
動
人
」
に
必
要
な

３
つ
の
力
を
養
成
す
る
施
設
が

整
い
、
ま
た
新
し
い
本
学
の
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
く
。

※�

国
際
地
域
経
済
学
科
は
平
成

23
年
に
募
集
停
止

「明徳館」が加わった広島経済大学の全景

　

中
四
国
地
方
で
唯
一
の
経
済
専
門
大
学
と
し
て
開
学
し
た
本
学
は
、
特
色
あ
る
教
育
を
推
進

す
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
興
動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
歩
み
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
本

年
４
月
１
日
付
け
で
新
学
長
に
就
任
し
た
小
谷
幸
生
教
授
に
、
大
学
の
未
来
を
見
据
え
た
新
し

い
一
歩
へ
の
熱
い
思
い
を
聞
い
た
。

新
学
長
に
小
谷
幸
生
教
授
が

新
学
部
長
に
柳
川
和
優
教
授
が
就
任

�

大
学
開
学
50
周
年　

新
た
な
飛
躍
へ

 
半
世
紀
に
わ
た
る
改
革
と
挑
戦

柳
やながわ

川　和
かずまさ

優 学部長　略歴
昭和 57 年３月 広島大学教育学部体育科卒業
昭和 57 年４月 広島市立市営吉島屋内プール

（広島市体育振興事業団）入職
昭和 59 年４月 広島経済大学助手
昭和 60 年４月 広島経済大学講師
平成 ５ 年４月 広島経済大学助教授
平成 14 年４月 広島経済大学教授
平成 15 年４月 広島経済大学教務部長

（平成16年４月から学務センター部長）
平成 25 年４月 広島経済大学　学務センター部長

学　位 博士（教育学）（広島大学）
専　門 運動生理学

小
お だ に

谷　幸
ゆ き お

生 学長　略歴
昭和 49 年３月 東京大学経済学部経済学科卒業
昭和 49 年４月 株式会社 三菱銀行入行

（現 株式会社 三菱東京 UFJ 銀行）
昭和 54 年６月 The University of Chicago Graduate School of 

Business（シカゴ大学経営大学院）卒業
平成 17 年４月 広島経済大学経済学部経営学科教授
平成 25 年４月 広島経済大学経済学部長

学　位 MBA（経営学修士）
（シカゴ大学経営大学院）

専　門 会計学（管理会計、経営分析）

小
谷
新
学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

～
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
～

大学開学50周年、学園創立110周年

新しい歴史の幕開け
大学開学50周年、学園創立110周年

新しい歴史の幕開け
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平
成
29
年
１
月
17
日
、
明
徳

館
５
階
の
カ
フ
ェ
「
リ
ト
ル

マ
ー
メ
イ
ド
」
が
限
定
６
日
間

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン
の
初

日
を
迎
え
た
。
４
月
か
ら
の
正

式
な
開
店
を
前
に
、
こ
の
春
卒

業
し
た
４
年
次
生
に
も
ぜ
ひ
利

用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か

ら
実
施
さ
れ
た
特
別
な
先
行

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。

　

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
学

生
た
ち
は
、
開
放
的
な
カ
フ
ェ

で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
焼
き
た

て
の
パ
ン
を
選
ん
で
い
た
。
休

憩
時
間
や
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

は
行
列
が
で
き
、
閉
店
時
刻
前

に
は
予
定
し
て
い
た
パ
ン
が
全

て
完
売
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン
は
大
盛
況

で
あ
っ
た
。「
焼
き
た
て
の
パ

ン
の
匂
い
に
惹
か
れ
て
き
た
」、

「
学
内
に
カ
フ
ェ
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
な
ど
学
生
か
ら
は
早

く
も
お
気
に
入
り
の
場
所
に

リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ
ン

４
／
１
開
店

行列に並ぶ学生たち

営業時間
平日

10:30 ～ 17:00

休業日
土曜、日曜、祝日、

大学休業日、学生休暇中

オープン日
平成29年 4月 1日

　

焼
き
物
に
全
く
関
心
の
な

か
っ
た
私
が
、
ふ
と
立
ち
寄
っ

た
デ
パ
ー
ト
の
作
陶
個
展
で
、

個
展
作
家
の
作
で
な
い
、
白
地

全
体
に
淡
い
紅
が
広
が
る
一
碗

の
茶
碗
に
、
足
と
目
と
心
が
釘

付
け
に
な
る
。
両
の
手
で
包
み

込
み
た
く
な
っ
た
、
あ
の
至
福

の
ひ
と
時
が
、
40
年
後
の
今
も

鮮
や
か
に
蘇
る
。

　

桃
山
時
代
に
一
世
を
風
靡
す

る
も
、
そ
の
後
、
姿
を
消
し
た

志
野
焼
が
、
３
０
０
年
後
、
一

人
の
陶
芸
家
に
よ
り
蘇
っ
た
。

荒
川
豊
蔵
で
あ
る
。

　

明
治
27
年
、
岐
阜
県
土
岐
郡

多
治
見
町
に
生
ま
れ
る
。
神
戸

で
陶
磁
器
の
販
売
や
行
商
に
携

わ
る
が
、
29
歳
で
京
都
の
東
山

窯
の
工
場
長
に
就
き
、
33
歳
の

時
、
乞
わ
れ
て
北
大
路
魯
山
人

の
星
岡
窯
の
責
任
者
と
な
る
。

　

36
歳
の
時
、
名
古
屋
で
魯
山

人
と
二
人
き
り
、
小
振
り
の
筍

絵
が
大
小
２
本
・「
志
野
筍
絵

茶
碗
・
玉
川
」
に
直
接
触
れ
る

幸
運
に
恵
ま
れ
る
。
荒
川
の
確

か
な
目
は
、
茶
碗
の
高
台
に
付

い
た
飯
粒
大
の
赤
い
土
を
見
逃

さ
な
か
っ
た
。「
志
野
は
瀬
戸

で
焼
か
れ
た
」
と
の
定
説
に
疑

念
を
抱
く
が
、
魯
山
人
は
、
さ

ほ
ど
意
に
介
さ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
夜
、
寝
付
け
ず
思
い
巡

ら
す
う
ち
、
美
濃
の
山
中
を
山

越
え
し
て
の
帰
り
道
、
織
部
の

破
片
を
拾
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
翌
朝
そ
の
場
近
く
の
古
窯

跡
を
掘
り
返
す
が
、
織
部
さ
え

出
て
こ
な
い
。
山
中
の
数
少
な

い
民
家
を
訪
ね
訪
ね
歩
き
、
よ

う
や
く
牟
田
洞
の
古
窯
跡
に
辿

り
着
く
。
掘
り
始
め
て
間
も
な

く
、
一
枚
の
小
さ
な
陶
片
が
顔

を
出
す
。
な
ん
と
、
一
昨
日
魯

山
人
と
絶
賛
し
た
「
玉
川
」
の

筍
絵
が
確
認
で
き
る
で
は
な
い

か
。

　

定
説
を
覆
す
大
発
見
と
、
魯

山
人
は
更
に
発
掘
を
促
し
、
や

が
て
公
表
に
踏
み
出
す
。
し
か

し
、
新
聞
記
事
や
魯
山
人
発
行

の
月
刊
誌
『
星
岡
』
で
、
古
志

野
発
見
を
自
ら
に
帰
す
魯
山
人

の
心
な
さ
に
、星
岡
窯
を
辞
し
、

独
立
を
決
意
す
る
。

　

陶
片
発
見
の
地
・
牟
田
洞
古

窯
跡
に
陶
房
が
完
成
し
た
の
は

39
歳
。
以
後
半
世
紀
、
故
郷
に

花
開
い
た
桃
山
志
野
の
再
現
に

人
生
を
捧
げ
る
船
出
だ
っ
た
。

製
法
は
途
絶
え
、
頼
み
は
自
ら

「
縁
に
随
う
」

発
掘
し
た
陶
片
一
枚
。
焼
い
て

は
壊
し
、
壊
し
て
は
焼
く
苦
陶

の
日
々
を
過
ご
す
こ
と
８
年
、

志
野
の
再
現
に
漕
ぎ
着
け
た
の

は
、
昭
和
16

年
、
47
歳
の

時
。

　

そ
の
後
も

苦
陶
・
研
鑽

の
日
々
を
重

ね
、
昭
和
30

年
志
野
と
瀬

戸
黒
で
人
間

国
宝
、
77
歳

で
文
化
勲
章

受
章
と
、
芸

術
家
と
し
て

最
高
の
高
み

を
究
め
、
昭

和
60
年
、
91

歳
で
故
郷
美

濃
の
土
に
還

る
。

　

危
う
く
も

途
切
れ
そ
う
な
偶
然
の
糸
が
、

ど
う
に
か
細
く
つ
な
が
り
陶
片

発
見
に
至
っ
た
経
緯
に
、
不
思

議
な
【
縁
】
を
感
じ
た
荒
川
は
、

数
々
の
桃
山
の
名
陶
を
世
に
送

り
出
し
た
牟
田
洞
古
窯
跡
の
陶

片
発
見
の
場
所
に
【
随
縁
】
と

刻
ん
だ
碑
を
建
て
、
縁・

に・

随・

っ・

た・

。

　

10
年
ほ
ど
前
、
念
願
叶
っ
て

荒
川
豊
蔵
資
料
館
を
訪
ね
た
。

資
料
館
を
見
下
ろ
す
陶
房
跡

は
通
常
立
入
禁
止
。
幸
運
に
も

お
弟
子
さ
ん
が
清
掃
中
で
、
記

念
碑
の
【
隨
縁
】
の
二
文
字
に

優
し
く
手
で
触
れ
る
感
動
の
対

面
が
で
き
た
。
こ
れ
も
、【
縁
】

で
あ
ろ
う
か
。叶
う
こ
と
な
ら
、

淡
い
紅
色
に
包
ま
れ
た
、
あ
の

40
年
前
の
荒
川
志
野
に
逢
い
た

い
。

※
敬
称
略

（
教
授　

マ
ク
ロ
経
済
学
基
礎

Ⅰ
、
景
気
循
環
論
、
実
践
景
気

分
析
、
中･

四
国
地
域
経
済
・

金
融
事
情　

ほ
か
）

経済学科　髙倉　文年　教授

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

４
月
か
ら
は
こ
こ
で
、
楽
し

そ
う
に
談
笑
し
て
い
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

現
代
の
学
生
は
、
健

康
の
源
で
あ
る
食
に
関

す
る
関
心
の
度
合
い
が

薄
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、

学
生
食
堂
と
協
力
し
て

旬
の
食
材
を
使
っ
た
日

替
わ
り
ラ
ン
チ
の
考

案
・
販
売
や
、
和
食
料

理
教
室
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
学
生
の
食
育

を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
。

平
成
28
年
度

　
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
活
動
を
振
り
返
る

　

広
島
と
ハ
ワ
イ
の
つ
な

が
り
を
強
化
し
、
若
者
が

世
界
に
飛
び
出
す
き
っ
か

け
作
り
を
目
的
と
し
活
動

し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
で
広

島
の
文
化
を
伝
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。
企
業
の
協

力
の
も
と
、
お
好
み
焼
き

を
販
売
。
地
元
新
聞
社
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
活
動

内
容
を
広
く
ハ
ワ
イ
に
広

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
北
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広
島
ハ
ワ
イ
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

動
物
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
。「
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
震
災
へ
の
意
識
を
風
化

さ
せ
な
い
」「
東
北
の
方
々

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
い
る
。
想
い
を
届

け
る
本
の
出
版
や
ラ
ジ
オ
放

送
を
通
年
で
行
っ
た
ほ
か
、

広
島
県
内
の
小
学
校
で
出
前

授
業
を
行
う
な
ど
、
東
北
の

今
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て

い
る
。

　

平
成
28
年
度
に
達
成
さ

れ
た
広
島
県
の
犬
猫
の
殺

処
分
ゼ
ロ
を
持
続
さ
せ
て

い
く
た
め
に
、
人
と
動
物

が
良
好
な
関
係
を
築
き
な

が
ら
共
生
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
パ
ネ
ル
展
の

実
施
の
ほ
か
、
他
団
体
と

の
交
流
を
行
っ
た
。

　

人
間
力
の
あ
る
企
業

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
や

そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
方
に
成
功

秘
話
や
考
え
方
な
ど
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
内

容
を
ま
と
め
て
出
版
・

販
売
を
行
う
活
動
を
し

て
い
る
。
今
年
度
中
の

第
５
作
目
完
成
を
目
指

し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

若
者
に
旅
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
と
同
時
に
、
観

光
客
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
振
興
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
日
韓
学
生
の

文
化
交
流
を
目
的
と
し
た
旅

行
を
実
施
。
韓
国
や
対
馬
を

巡
り
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
に

触
れ
、
嶺
南
大
学
（
韓
国
）、

長
崎
国
際
大
学
の
学
生
た
ち

と
交
流
を
深
め
た
。

　

学
校
か
ら
足
が
遠
の
い

て
い
る
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
て
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
夢
や
目
標
を
持
っ
て
も

ら
う
「
き
っ
か
け
」
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。
運

動
会
や
工
作
な
ど
年
６
回

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
笑

顔
の
絶
え
な
い
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

宮
島
の
魅
力
を
発
信
し
隊
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

世
界
遺
産
で
あ
る
広
島
・
宮

島
の
新
た
な
魅
力
を
学
生
目

線
、
若
者
目
線
で
発

掘
し
、
発
信
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

宮
島
を
定
期
的
に

訪
れ
、
観
光
資
源

を
調
査
し
た
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
観

光
冊
子
『
宮
島
な

び
vol.
１
』
を
発
行
。

ま
た
、「
成
風
館
」

で
開
催
さ
れ
た
「
宮

島
今
む
か
し
写
真
展
」
に
も
参

加
し
た
。

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
高
生
の
夢・笑
顔
実
現
!!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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厨房広く  導線スムーズに

　

平
成
29
年
３
月
、
学
生
会
館
５
階
の

学
生
食
堂
「
ジ
ョ
イ
ア
」
が
改
修
工
事

を
終
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。　

　

新
し
い
食
堂
は
、
木
目
を
基
調
と
し

た
床
や
、
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
を
設

置
。
厨
房
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
導
線

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
。席
は
約
２
４
０
席
で
、カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
５

階
で
の
混
雑
を
減
ら
す
た
め
に
学
生
会

館
１
階
に
も
券
売
機
が
置
か
れ
た
。

　

今
春
よ
り
、
多
く
の
学
生
や
教
職
員

が
、
楽
し
め
る
憩
い
の
空
間
と
な
る
だ

ろ
う
。

リニューアルオープンした「ジョイア」

ジ
ョ
イ
ア  

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

ゼ
ミ
を
担
当
し
て
４
年
に
な

る
。
最
初
に
担
当
し
た
時
は
ど

の
よ
う
な
ゼ
ミ
に
し
よ
う
か
と

随
分
迷
っ
た
が
、
自
分
の
経
験

以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
自
分
が
学
生
時
代
の
時
の

ゼ
ミ
を
思
い
出
し
て
み
た
。
そ

の
大
学
は
ゼ
ミ
で
有
名
だ
っ
た

が
、
ゼ
ミ
の
思
い
出
は
、
と
に

か
く
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
毎
週
の
よ
う
に
発
表
さ
せ

ら
れ
た
。
授
業
を
休
ん
で
も
ゼ

ミ
の
準
備
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
引
き
換
え
に
得
た
も
の
は

「
達
成
感
」
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

こ
れ
を
手
本
に
し
て
私
は
ゼ

ミ
指
導
を
始
め
た
。
と
に
か
く

書
か
せ
て
発
表
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
中
に

は
コ
ピ
ペ
で

原
稿
を
持
っ

て
き
た
者
も

い
た
が
、
構

わ
ず
「
と
に

か
く
書
い
て

き
て
そ
れ
を

発
表
し
な
さ

い
」
の
ス
タ

イ
ル
で
や
っ

た
。
ゼ
ミ
の

シ
ラ
バ
ス
に

は
、
３
年
次

で
１
万
字
と

書
い
て
載
せ

た
。
現
在
の
シ
ラ
バ
ス
に
も
そ

れ
は
生
き
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
大
切
に
し
た
の

は
、「
問
題
提
起
」
で
あ
る
。

こ
れ
も
自
分
の
経
験
か
ら
で
あ

る
。
私
は
、
論
文
を
一
本
書
い

て
く
れ
と
い
う
依
頼
に
、
そ
の

テ
ー
マ
で
疑
問
が
湧
か
な
け
れ

ば
何
か
月
間
経
っ
て
も
何
も
書

け
な
い
。
疑
問
が
研
究
の
母
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
ゼ
ミ
生
に
は

疑
問
を
無
理
や
り
作
ら
せ
て
み

る
。
自
分
で
は

気
づ
か
な
い
疑

問
を
掘
り
起
こ

す
の
が
私
の
仕

事
で
あ
る
。
疑

問
は
徹
底
し
て

砕
い
て
い
く
。

あ
る
学
生
が
、

「
自
分
は
年
金

問
題
を
や
る
」

と
い
う
。
あ
ま

り
に
も
広
す
ぎ

る
の
で
、
二
人

で
砕
い
て
い
っ

た
ら
、
最
後
は

「
一
橋
先
生
の

厚
生
年
金
保
険

料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
」
と

な
っ
た
。
や
っ
と
本
人
は
や
る

気
が
出
て
き
て
、
日
本
の
制
度

を
子
細
に
調
べ
始
め
た
。
こ
の

よ
う
な
具
体
的
な
疑
問
に
落
と

し
込
ん
で
初
め
て
具
体
的
な
興

味
が
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
て
、
ど
う
に
か
自
分

の
ゼ
ミ
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き

つ
つ
あ
る
が
、
少
し
不
満
な
の

は
、
ゼ
ミ
の
後
、
学
生
に
は
他

の
授
業
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
私
の
大
学
時
代
の
ゼ
ミ

は
午
後
の
最
後
の
時
間
で
、
ゼ

ミ
が
終
わ
っ
た
ら
先
生
と
み
ん

な
で
近
く
の
喫
茶
店
で
続
き
を

や
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
今
は
そ

れ
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

（
教
授　

経
済
入
門
、
財
政
学

Ⅱ
、
租
税
論
、
中･

四
国
地
域

特
別
講
義
（
流
通･

サ
ー
ビ
ス

･

製
造
）、プ
レ
ゼ
ミ
、演
習
Ⅰ
、

演
習
Ⅱ　

ほ
か
）

経済学科
一橋 信之 教授
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発表が中心！
疑問が研究の母

　

興
動
館
に
あ

る
「HUE café 

Time

」
の
運
営

を
通
じ
て
、
実

践
に
近
い
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学

ん
で
い
る
。
昨

年
度
は
庄
原
で

地
元
の
方
々
と

協
力
し
、
野
菜

の
種
植
え
か
ら

収
穫
を
経
験
。

収
穫
し
た
野
菜

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
親
子
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
広
島

の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
ス

広
島
が
発
刊
し
て
い
る
機

関
紙
「
ト
ッ
プ
ス
ニ
ュ
ー

ス
」
の
記
事
作
成
の
ほ

か
、
昨
年
度
は
地
元
の
小

学
生
、
中
学
生
を
招
待
し

た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
。
学
内
外
で
多

く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
た
。

カ
フ
ェ
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

武
田
山
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
達
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
祇
園
小
学
校

で
年
間
約
２
０
０
日

ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
た
ほ
か
、

下
校
安
全
サ
ポ
ー

ト
、
夏
休
み
の
宿

題
を
お
手
伝
い
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
。
昨
年
度
よ
り
月

１
回
放
課
後
教
室
を

実
施
し
た
。

　

大
学
の
す
ぐ
裏

に
あ
る
「
武
田
山
」

を
保
全
・
活
用
し
、

地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
８
月
20

日
に
開
催
し
た
、

広
島
土
砂
災
害
で

被
害
に
あ
わ
れ
た

方
へ
の
追
悼
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
手
作

り
の
竹
キ
ャ
ン
ド

ル
１
，
０
０
０
個

を
灯
し
、
参
加
者

と
と
も
に
鎮
魂
の

祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
教

育
支
援
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
子
ど
も
達
を
笑

顔
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
。
大

手
企
業
と
連
携
し
た
衛

生
教
育
活
動
や
、
新
た

に
完
成
し
た
低
学
年
用

副
読
本
『
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
』
を
手
に
現
地
の
25

の
教
育
施
設
や
村
で
授

業
を
実
施
す
る
な
ど
、

活
動
の
幅
を
大
き
く
広

げ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
を
通
じ
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ

る
ム
ン
ド
ン
村
の

生
活
水
準
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
現

地
の
方
が
作
成
し

た
伝
統
的
な
布「
テ

ヌ
ン
ル
ー
リ
ッ
ク
」

を
用
い
た
商
品
に

つ
い
て
の
技
術
支

援
や
、
現
地
お
よ

び
日
本
で
商
品
の

販
売
を
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

W
orld Green Green

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

熊
本
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

中
国
の
砂
漠

地
帯
に
あ
る
「
広

島
経
済
大
学
の

森
」
で
植
林
活
動

を
行
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

調
査
と
同
時
に
、

宮
島
や
祇
園
地

区
で
の
清
掃
活

動
、
温
暖
化
防

止
活
動
な
ど
環

境
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

熊
本
の
被
災
地

が
、
少
し
で
も
早
く

復
興
で
き
る
よ
う
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
を
継
続

的
に
行
い
、
被
災
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
被
災
後
の

様
子
を
広
島
に
伝
え

る
こ
と
で
震
災
を
風

化
さ
せ
な
い
よ
う
活

動
し
て
い
く
。

NewNew

太
田
川
キ
レ
イ
キ
レ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

太
田
川
を
心
地
よ
く

利
用
し
て
も
ら
い
、
愛
着

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
通
し
て
、
環
境
問
題
に

興
味
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

本
川
一
斉
清
掃
で
は
累

計
１
０
０
名
が
参
加
し
、

多
く
の
ゴ
ミ
を
収
集
し

た
。
清
掃
を
通
じ
て
太
田

川
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
学
の
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
１
階
の
ラ
ジ
オ

ブ
ー
ス
を
拠
点
に
、
地
域

の
情
報
を
届
け
る
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
放
送
局
。
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
生
放
送

番
組
で
は
著
名
人
の
出
演

を
実
現
さ
せ
た
。
そ
の
他

に
も
、
他
大
学
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
精
力
的
に
活
動
を
行
っ

た
。

学
生
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

学
生
と
教
職
員
が
連

携
し
、
大
学
を
よ
り
良

く
し
て
い
く
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
学
生
と

教
職
員
が
気
軽
に
話
し

を
す
る
場
「
し
ゃ
べ
り

場
」を
３
回
開
催
。ま
た
、

中
国
地
方
の
Ｆ
Ｄ
活
動

を
行
っ
て
い
る
学
生
団

体
を
「
成
風
館
」
に
招

待
し
、
交
流
会
を
実
施

す
る
な
ど
積
極
的
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
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２
０
１
６
年
度
の
日
本
学
生

野
球
協
会
表
彰
選
手
に
硬
式
野

球
部
の
山
田
貴
也
さ
ん
（
平
成

29
年
３
月
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

卒
・
広
島
県
立
広
島
商
業
高

校
出
身
）
が
選
ば
れ
た
。
記
念

の
盾
を
手
に
山
田
さ
ん
は
「
と

て
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

【
会
長
】
宮
本
恭
光
【
副
会
長
】
岡
㟢
晟
弥
【
副
会
長
】

垰
野
駿
人
【
財
務
部
長
】
石
村
和
之
【
書
記
部
長
】
滝

本
正
樹
【
厚
生
部
長
】
姫
宮
慎
介
【
情
宣
部
長
】
北
山

七
瀬
【
渉
外
部
長
】
秦
信
太
郎
【
文
化
局
局
長
】
横
山

諒
介
【
体
育
局
局
長
】
枝
折
真
理
【
大
学
祭
実
行
委
員

長
】
尾
上
晃
大

第 50 期 学友会役員

　春季リーグ戦と秋季リーグ戦での勝利を目指して
練習に励んでいます。2016年の秋季リーグで 1部
昇格を果たすことができました。
　一人ひとりが自分の課題を見つけて技術向上に力
を注ぐとともに、それをチームプレーに活かせる
ように日々の練習に取り組んでいます。試合で強い
チームと戦うこともスキルアップのチャンスと考
え、試合一つひとつの経験を大切にしています。経
験者も多く、ハイレベルな試合ができるのも魅力で
す。
　今後の目標は、１部リーグでさらに勝ち抜いてい

くこと。また、ボランティアで地域の子どもたちにバスケットボールを教える教室を開くなど、新しい
ことにも挑戦してみたいと思っています。
　練習は週３日なので、アルバイトと両立することもでき、一人暮らしの学生も安心。チームはみんな
仲が良く、休日にみんなで遊びに行くこともよくあります。バスケットボールが好きな人、学部・学科
の枠を越えて仲間を作りたい人は、ぜひ一度、見学に来てください。

活動日・時間／火曜日・木曜日（17時～ 20時）、土曜日（10時～ 13時）
場所／石田記念体育館
活動内容／春季リーグ戦と秋季リーグ戦に向けての練習

1 部リーグでの
勝利をめざして

女子バスケットボール部

卒業生を代表して答辞を述べる保田昌哉さん

平
成
28
年
度

学
位
記
授
与
式
挙
行

　

平
成
29
年
３
月
17
日
、
上
野
学
園
ホ
ー
ル
（
広

島
市
中
区
）
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
学
位
記
授

与
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

経
済
学
科
２
５
２
名
、
経
営
学
科
２
２
１
名
、
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
53
名
、
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
46
名
が
学
士
（
経
済
学
）
に
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営

学
科
51
名
が
学
士
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
）
に
、
大

学
院
前
期
課
程
７
名
が
修
士（
経
済
学
）と
な
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
及
び
大
学
院
の
代
表
が
壇
上

に
上
が
り
、
前
川
学
長
か
ら
学
位
記
を
受
け
取
っ

た
。
同
時
に
教
育
職
員
免
許
状
授
与
式
も
行
わ
れ
、

免
許
状
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
学
業
に
優
れ
、

他
学
生
の
模
範
と
な
っ
た
卒
業
生
に
学
長
賞
、
優

秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
前
川
学
長
は
「
卒
業
生
、
修
了
生

の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
。
今
年
の
卒
業
式
は
広

島
経
済
大
学
の
50
年
の
歴
史
の
中
で
も
特
に
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
学
は
平
成
25
年
に

入
試
改
革
を
行
い
、
定
員
確
保
よ
り
学
力
優
先
と

い
う
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
入
試

改
革
後
、
初
の
卒
業
生
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
優

秀
な
学
業
成
績
を
上
げ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
卒
業

す
れ
ば
過
去
の
出
来
事
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
大
切
な

こ
と
は
将
来
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る
か
で
す
。
最

近
の
世
相
の
目
立
っ
た
傾
向
は
、
正
直
さ
が
失
わ

れ
不
正
が
横
行
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
現
象

は
、
一
番
大
切
な
モ
ラ
ル
で
あ
る
「
正
直
」
が
忘

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
社
会
に

出
て
か
ら
も「
正
直
が
第
一
」の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、

ま
た
不
正
に
対
し
て
は
「
そ
れ
は
フ
ェ
ア
で
な
い
」

と
言
う
勇
気
を
持
っ
て
逞
し
く
成
長
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
卒
業
生
を
激
励
。

　

多
数
の
保
護
者
、
来
賓
、
教
職
員
が
見
守
る
中
、

卒
業
生
は
新
た
な
門
出
の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊
張

の
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

学
部
６
２
３
名
、大
学
院
７
名
が
晴
れ
の
巣
立
ち

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

サ 

ー
ク
ル
ニ
ュ
ー
ス

日
本
学
生
野
球
協
会

表
彰
選
手

［Thanks to 広島経済大学］　卒業にあたり巣立ちのメッセージ

　

平
成
28
年
12
月
25
日
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

に
お
い
て
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
に
入
団
が
決
ま
っ

た
尾
仲
祐
哉
選
手
（
平
成
29
年

３
月
経
済
学
科
卒
・
福
岡
県
／

高
稜
高
校
出
身
）
の
今
後
の
飛

躍
を
願
う
「
尾
仲
選
手
を
励
ま

す
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　

広
島
経
済
大
学
と
広
島
経

済
大
学
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ

会
が
主
催
し
た
当
会
に
は
、

教
職
員
な
ど
約
80
名
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
言
葉
で
尾
仲
選
手
に

声
を
か
け
、
プ
ロ
野
球
界

へ
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

ま
た
、
元
プ
ロ
野
球
選
手

で
あ
る
３
名
の
関
係
者
か

ら
も
、
自
ら
の
豊
富
な
経

験
に
基
づ
い
た
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

石
田
副
学
長
か
ら
手
渡

「
尾
仲
選
手
を
励
ま
す
会
」開
催

激励をうける尾仲選手（左から2番目）

さ
れ
た
花
束
を
手
に
、
尾
仲
選

手
は
、「
先
輩
で
あ
る
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
柳
田
悠
岐
選
手
の
よ

う
に
活
躍
し
た
い
。」
と
感
謝

の
想
い
と
今
後
の
抱
負
を
力
強

く
語
っ
た
。

　

背
番
号
29
を
背
負
う
尾
仲
選

手
が
、
今
後
大
活
躍
す
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
る
。

尾仲選手の名前が加わったモニュメント

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
陸
上
競
技
部

▽
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７
出

場
＝
大
下
浩
平
（
37
位
）　

２

時
間
17
分
00
秒

○
サ
ッ
カ
ー
部

▽
第
31
回
デ
ン
ソ
ー
カ
ッ
プ

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ッ
カ
ー
刈
谷
大

会
＝
咲
賀
翔
平
（
６
位
）　

中

国
四
国
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
出

場○
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

▽
第
17
回
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー

地
域
対
抗
戦
２
０
１
７
＝
西
迫

栞
（
７
位
）　

中
国
選
抜
チ
ー

ム
と
し
て
出
場

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
須
賀
七

祈
選
手
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

２
年
・
広
島
県
／
高
陽
東
高
校

出
身
）
が
ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ

広
島
の
下
部
組
織
登
録
選
手
と

し
て
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
登
録
さ

れ
た
。

　

本
学
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

普
及
、
育
成
、
発
展
、
強
化

を
主
な
目
的
と
し
て
ア
ン
ジ
ュ

ヴ
ィ
オ
レ
広
島
と

交
流
を
図
っ
て
お

り
、
下
部
組
織
と

し
て
も
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

須
賀
選
手
の
今

後
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
。

ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
広

島
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に

登
録

須賀七祈選手

で
す
。
今
後

は
社
会
人
野

球
へ
舞
台
を

変
え
、
よ
り

一
層
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」

と
笑
顔
で

語
っ
た
。

盾を手にする山田貴也さん



広 島 経 済 大 学 広 報 第 131 号（5） 平  成  29  年  4  月  1  日

平成 28 年度 主な就職先一覧（順不同）

農業
㈱田部コーポレーション

建設業
㈱一条工務店、㈱カシワバラ・コーポレーション、㈱九動、広成建設㈱、
佐藤建設工業㈱、四国ガス産業㈱、新晃アトモス㈱、㈱シンテツ、セキス
イハイム中四国㈱、㈱ソルコム、中国電設工業㈱、中石産業㈱、東亜ハウ
ス㈱、東建コーポレーション㈱、東興ジオテック㈱、㈱長岡塗装店、日塗㈱、
㈱増岡組、㈱よしだ　ほか

製造業
朝日アルミニウム㈱、㈱アダストリア、㈱石井表記、井辻食産㈱、㈱イワサキ、
㈱ウッドワン、㈱エフピコ、オタフクソース㈱、㈱オンワード樫山、㈱キャ
ステム、㈱研創、コトブキ技研工業㈱、小橋工業㈱、㈱サタケ、山陰アシッ
クス工業㈱、ＪＦＥスチール㈱、㈱シブヤ、㈱新星工業社、新中央工業㈱、
㈱ダイクレ、大和冷機工業㈱、田中電機工業㈱、中国計器工業㈱、中国
精螺㈱、中国電機製造㈱、㈱寺岡精工、テンパール工業㈱、東邦地下工
機㈱、㈱東洋シート、東洋シヤッター㈱、トヨタ自動車㈱、㈱ナイスクラッ
プ、日新製鋼㈱、日本運搬機械㈱、日本食研ホールディングス㈱、㈱ノエ
ビア、広島アルミニウム工業㈱、フクダライフテック中国㈱、福留ハム㈱、
富士甚醤油㈱、冨士高圧フレキシブルホース㈱、ポエック㈱、ホーコス㈱、
丸栄物産㈱、三島食品㈱、㈱ヤナギヤ、ヨシワ工業㈱　ほか

印刷・同関連業
㈱ＡＤＰＬＥＸ、イケダ㈱、広島印刷㈱

電気・ガス・熱供給・水道業
四国ガス㈱、広島ガス㈱、㈱水みらい広島

情報通信業
㈱アスカ、岡山エフエム放送㈱、㈱ガリバープロダクツ、㈱経営管理セン
ター、㈱コスモネット、㈱中国しんきん総合サービス、㈱ティー・ツー・ク
リエイティブ、㈱ティファナ・ドットコム、㈱ネットワークシステム、ハイテ
クシステム㈱、㈱ビット、富士通東邦ネットワークテクノロジー㈱、㈱マイ
ナビ、㈱ユナイテッドブレイズ、横河ソリューションサービス㈱　ほか

運輸業
ゲイソー・ロジスティクス㈱、佐川急便㈱、㈱シーエックスカーゴ、シモハ
ナ物流㈱、センコー㈱、月星海運㈱、㈱ティーユーロジネット、東ソー物
流㈱、西日本旅客鉄道㈱、阪急電鉄㈱、福山通運㈱、マツダロジスティク
ス㈱、ヤマト運輸㈱、両備ホールディングス㈱、㈱ロジコム　ほか

卸売・小売業
㈱アージュ、㈱アイレクスリテイル、青山商事㈱、アスカ㈱、㈱アステム、
㈱あらた、㈱アンフィニ広島、ＥＬＪソーラーコーポレーション㈱、イオン
リテール㈱、㈱石井事務機センター、いすゞ自動車中国四国㈱、㈱イズミ、
㈱インターナカツ、㈱エービーシー・マート、㈱エディオン、㈱エバルス、
㈱エブリイ、㈱オーエステック、大田鋼管㈱、㈱大塚商会、岡本電機㈱、
岡山スバル自動車㈱、カイタック㈱、かめや釣具㈱、㈱カンガイ、㈱北浜
製作所、㈱キビラ、㈱キャンストアオペレーション、㈱クラタクリエイト、㈱
ゲオホールディングス、㈱コスモス薬品、小西共和ホールディング㈱、コネ
クシオ㈱、コムパス㈱、㈱コンクエスト、㈱サコダ車輌、㈱サンキ、三甲㈱、
三親電材㈱、サントリービバレッジサービス㈱、山陽自動車㈱、四国アル
フレッサ㈱、㈱ジュンテンドー、シンコー広島㈱、シンセイ㈱、新東亜交
易㈱、㈱新日配薬品、㈱スズキ自販広島、㈱スズキ自販松山、㈱ストライ
プインターナショナル、㈱セイエル、㈱セブンスター、大黒天物産㈱、㈱大
創産業、㈱タイヨーパッケージ、ダンロップタイヤ中国㈱、中央工機産業㈱、
中国機材設備㈱、中国システック㈱、つばめガス㈱、㈱ツルハグループド
ラッグ＆ファーマシー西日本、ＤＣＭダイキ㈱、㈱デンソーセールス、テン
フィールズファクトリー㈱、トヨタカローラ広島㈱、トヨタ部品広島共販㈱、
㈱ドン・キホーテ、ナイガイグループ、南海放送音響照明㈱、西日本フード
㈱、㈱西日本メディカル、日産部品山陽販売㈱、ネッツトヨタ広島㈱、ネッ
ツトヨタ中国㈱、ネッツトヨタ山口㈱、ハート㈱、パール金属㈱、㈱白菱、
㈱ハニーズ、㈱ハヤシ、㈱ハローズ、㈱ビックカメラ、㈱ビッグモーター、
広川㈱、㈱広島クミアイ燃料、広島トヨペット㈱ 、広島日産自動車㈱、㈱
広島マツダ、株式会社ＰｈａｔｓＳｑｕａｒｅＣｏｍｐａｎｙ、㈱フジ、㈱フジ・
アグリフーズ、㈱藤三、富士ゼロックス広島㈱、㈱ププレひまわり、ブリ
ヂストンリテールジャパン㈱、㈱ポーラ、北辰映電㈱、ホシザキ中国㈱、ホ
リアキ㈱、マイライフ㈱、マックスバリュ西日本㈱、マツモト産業㈱、㈱マ
ルナカ、㈱万惣、宮地電工販売㈱広島営業所、宮地弘商事㈱、㈱メガスポー
ツ、ヤチヨコアシステム㈱、㈱山産、㈱やまひろ、山脇酸素㈱、㈱ユアーズ、
㈱ユーホー、ユニオンフォレスト㈱、ライト電業㈱、ラオックス㈱、理研産
業㈱、リコージャパン㈱、㈱糧配、㈱レデイ薬局、渡辺パイプ㈱　ほか　

金融業、保険業
㈱伊予銀行、ＳＭＭオートファイナンス㈱、愛媛信用金庫、岡三証券㈱、
呉信用金庫、広島県中小企業共済協同組合（県共済）、㈱西京銀行、第一
生命保険㈱、東洋証券㈱、日本海信用金庫、日本生命保険（相）広島支
社ブランチ、㈱広島銀行、広島市信用組合、広島信用金庫、㈱三井住友
銀行、明治安田生命保険（相）、㈱山口フィナンシャルグループ、㈱ゆめカー
ド、愛媛県農業共済組合連合会　ほか

不動産業、物品賃貸業
㈱アクティオ、㈱オフィスコーポレーション、住友不動産販売㈱、大東建
託㈱、㈱トヨタレンタリース広島、日本基準寝具㈱、㈱不二ビルサービス、
㈱プランニングサプライ、マツダエース㈱、㈱マリモ、㈱良和ハウス　ほか

学術研究、専門・技術サービス業
㈱野村総合研究所、ｅ‐情報プロモーション㈱、㈱エム・アール・ピー、㈱シー
エム・エンジニアリング、㈱ジェイツ・コンプレックス、新日本有限責任監
査法人、㈱ダイキエンジニアリング、㈱チェルシー、㈱電通スポーツパートナー
ズ、日本賃貸保証㈱、㈱ヒロコン、税理士法人広島経営センター、㈲山田
総合会計、リログループ　ほか

宿泊業、飲食サービス業
㈱あきんどスシロー、イズミ・フード・サービス㈱、㈱サイキエンタープライ
ズ、㈱七葉、日本マクドナルド㈱、㈱ホットランド大阪、㈱ホテルニューヒ
ロデン、㈱ホテル清風館、㈱リーガロイヤルホテル広島　ほか

その他のサービス業
アースサポート㈱、㈱エイチ・アイ・エス、㈱ＡＰパートナーズ、㈱エヌ・アンド・
シー、㈱京屋、㈱高陽ドルフィン、㈱サニクリーン広島、㈱ジエブ、㈱中国
警備保障、ツルガハマランド㈱、㈱都市ビルサービス、西日本リネンサプ
ライ㈱リースキン、一般財団法人日本モーターボート競走会、㈱ネオキャリ
ア、㈱パシフィックボイス、㈱速太郎本部、広島綜警サービス㈱、広島綜
合警備保障㈱、広島プロバスケットボール㈱、フォーイー・インスチチュー
ト㈱、㈱フジ・トラベル・サービス、㈱防長トラベル、㈱マイキット、ユウ
ベルグループ、ＮＰＯ法人横浜スポーツ＆カルチャークラブ、公益財団法人
蘭島文化振興財団　ほか

教育・学習支援
アイオ㈱、学校法人石田学園広島経済大学、中国芸南学園、㈱５コーポレー
ション、㈱ベネッセホールディングス　ほか

医療業、保健衛生
医）Ｍ.コラソン、㈱エラン、独立行政法人国立病院機構九州グループ、医
療法人せのがわ　ほか

社会保険、社会福祉、介護事業
湖山医療福祉グループ医療法人社団ひがしの会、社会保険労務士法人た
んぽぽ会、㈱ニックス、社会福祉法人似島学園　ほか

複合サービス事業
越智今治農業協同組合、生活協同組合コープえひめ、庄原農業協同組合、
全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、長門大津農業協同組合、新居浜市
農業協同組合、西宇和農業協同組合、広島市農業協同組合、広島中央農
業協同組合、広島北部農業協同組合、福山市農業協同組合　ほか

公務
海上保安庁、防衛省陸上自衛隊幹部候補生、防衛省陸上自衛隊自衛官候
補生、防衛省海上自衛隊自衛官候補生、宇和島市役所、福山市役所、三
原市役所、東京都職員警察事務、広島県公立学校教職員、姫路市消防局、
廿日市市消防本部、池田消防本部、広島県警察、愛媛県警察、島根県警察、
兵庫県警察　ほか

平成 29 年 3 月 15 日現在

手
厚
い
個
別
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
で

「
学
び
」
と
「
就
職
」
を
つ
な
ぐ

　

平
成
29
年
３
月
卒
業
生
の

就
職
率
は
３
月
15
日
現
在

95
・
４
％
（
就
職
希
望
者
）
と

な
っ
た
。
平
成
29
年
３
月
卒
業

生
は
、
本
学
が
入
試
の
合
格
ラ

イ
ン
引
き
上
げ
に
踏
み
切
っ
た

入
試
改
革
初
年
度
の
学
生
た
ち

で
あ
る
。入
試
改
革
後
も
、キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
学
生
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
就
職
支
援
に
力
を
注

ぎ
、
ゼ
ミ
教
員
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

さ
ら
な
る
個
別
支
援
の
強
化

を
目
指
し
、
平
成
27
年
度
か
ら

は
３
年
次
生
全
員
へ

の
個
別
面
談
を
実
施

し
た
。
就
職
活
動
が

本
格
化
す
る
前
に
学

生
の
目
指
す
方
向
性

と
現
状
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
で
、
近
年

の
就
職
活
動
時
期
の

変
動
に
も
大
き
な
混

乱
な
く
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

公
務
員
を
目
指
す

学
生
に
は
、
学
内
で

年
間
１
０
８
コ
マ
の

授
業
を
１
万
円
で
受

講
で
き
る
公
務
員
養

成
講
座
を
開
講
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
公
務
員
合
宿

も
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
度
卒

業
生
の
受
講
者
25
名
の
う
ち
、

16
名
※
が
公
務
員
試
験
に
合
格

し
、
行
政
職
な
ど
へ
就
職
し
た

（
※
公
益
財
団
法
人
を
含
む
）。

　

公
務
員
養
成
講
座
は
１
年
次

生
か
ら
受
講
可
能
で
、
早
期
か

ら
対
策
を
始
め
る
こ
と
で
、
難

易
度
の
高
い
行
政
職
へ
の
就
職

を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
後

も
多
く
の
学
生
に
参
加
し
て
ほ

し
い
。

　

本
学
で
は
、
就
職
支
援
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
必
要
な
両
輪
と
捉

え
、
平
成
28
年
度
よ
り
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
改
革
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加

年
次
を
３
年
次
生
か
ら
２
年
次

生
中
心
と
し
、
参
加
者
全
員
に

企
業
を
招
い
た
報
告
会
で
の
発

表
を
義
務
づ
け
た
。
２
年
次
生

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
報
告
会
で
の
発

表
や
、
研
修
で
得
た
経
験
を
大

学
生
活
の
中
で
よ
り
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
海
外
で

行
う
意
味
を
よ
り
追
求
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
必
要
な
英
語

力
の
強
化
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
改
革
以
前
は
、
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
条
件

を
、
国
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
学
生
の
み
と
し
て

い
た
が
、
改
革
以
降
は
参
加
す

る
学
生
に
、
一
定
の
語
学
力
と

意
欲
を
問
う
こ
と
と
す
る
（
面

接
審
査
あ
り
）。

　

昨
年
度
は
場
所
を
変
え
、「
明

徳
館
」
で
の
合
同
企
業
説
明

会
を
実
施
し
た
。
本
学
の
学
生

を
求
め
る
企
業
約
３
０
０
社
・

４
５
０
名
の
人
事
担
当
者
が
参

加
。
企
業
に
と
っ
て
も
学
生
に

と
っ
て
も
最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ

の
機
会
を
今
後
も
積
極
的
に
提

供
し
て
い
く
。

平成29年度 進路・就職支援プログラムスケジュール
実施日 進路・就職支援プログラム 対象

平成29年

4月 公務員ガイダンス 1～3年次生

5月 学内合同企業説明会
（第６回、第７回） 4年次生

6月 ３年次就活準備ガイダンス
3年次生

3年ゼミ就職ガイダンス

就職説明会（広島） 1～3年次生
保護者

7月 就職説明会（中四国5会場） 1～3年次生
保護者

学内合同企業説明会
（第８回、第９回） 4年次生

実施日 進路・就職支援プログラム 対象

8月 公務員養成講座集中講座 1～3年次生

10月 ３年次生第１回就職ガイダンス 3年次生

学内合同企業説明会
（第10回、第11回） 4年次生

11月 ３年次生第２回就職ガイダンス 3年次生

公務員ガイダンス 1～3年次生

12月 ３年次生第３回就職ガイダンス
3年次生

ＳＰＩ・一般常識模擬テスト

Ｕターン就活講座 1～3年次生

実施日 進路・就職支援プログラム 対象

平成30年

1月 ３年次生第４回就職ガイダンス
3年次生

学内証明写真撮影会

2月 ３年次生第５回就職ガイダンス

3年次生卒業生による就活セミナー

面接対策講座

公務員養成講座合宿 1～3年次生

3月 学内合同企業説明会
（第1回～第5回）

1～3年次生
公務員養成講座集中講座

平成29年3月15日現在
※日程、会場等は変更になる場合がありますので、１ヵ月前に配信する案内メールで必ず詳細を確認してください。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
の
改
革

企
業
と
学
生
の
最
適
な

マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
に

入
試
改
革
元
年
入
学
の

学
生
た
ち
の
就
職
実
績

「明徳館」で実施された学内合同企業説明会の様子

▽
学
長
表
彰
者

●
教
員
採
用
試
験
合
格
者　

谷

本
翔
馬
（
経
済
学
科
４
年
）

●
国
家
公
務
員
一
般
職
（
大
卒

程
度
）　 

大
西
勘
太
朗
（
経
済

学
科
４
年
）

●
地
方
公
務
員
上
級　

清
水
一

樹
（
経
営
学
科
４
年
）、
松
田

康
汰
（
経
営
学

科
４
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

６
０
０
点
以
上

　

松
本
浩
幸

（
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
４

年
）、
岩
﨑
光

司
（
経
済
学
科

３
年
）、
柴
田

実
季
（
経
営
学

科
１
年
）

▽
学
部
長
表
彰

者●
日
商
簿
記
検

定
２
級　

欧
陽

シ
ュ
ジ
ュ
ン
（
経
営
学
科
４

年
）、
谷
山
夏
鈴
（
経
営
学
科

３
年
）、
丸
谷
千
帆
（
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
学
科
３
年
）、
大
石
拓

弥
（
経
営
学
科
２
年
）、
吉
川

祥
太
（
経
営
学
科
２
年
）

●
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定

２
級　

中
本
遥
祐
（
経
済
学
科

３
年
）、
藤
江
愛
美
（
経
営
学

科
３
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
検
定
２
級　

竹
崎

隆
大
（
経
済
学
科
４
年
）、
畠

中
理
沙
（
経
済
学
科
３
年
）、

廣
田
佳
（
経
営
学
科
３
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験　

清

水
一
樹
（
経
営
学
科
４
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上　

山
岡
祥
悟
（
経
済
学
科
２
年
）

平
成
28
年
度
後
期
資
格
表
彰
者
（
学
年
は
表
彰
当
時
の
も
の
）

学部長表彰者

学長表彰者

　

学
内
に
お
い
て
学
生
懸
賞
論

文
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
学

生
懸
賞
論
文
は
論
文
作
成
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
技
法
の
会
得

や
教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
人
間
形

成
の
場
と
な
る
よ
う
に
企
画
さ

れ
て
い
る
。
審
査
結
果
は
以
下

の
と
お
り
。

▽
最
優
秀
賞
（
１
編
）

佐
藤
旭
（
経
営
学
科
３
年
）

【
論
文
科
目
】
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用

が
会
計
数
値
に
与
え
る
影
響
―

業
界
全
体
に
生
じ
る
差
異
と
業

種
別
の
傾
向
に
つ
い
て
―
（
指

導
教
員
：
森
脇
敏
雄
）

▽
優
秀
賞
（
２
編
）

川
上
拓
哉
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
３
年
）、
藤
村
雄
偉
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）、
小
川

郁
生
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３

年
）、
梅
本
優
毅
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３

年
）、
藏
本
佑
佳
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３

年
）、
藤
井
翼
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３

年
）

【
論
文
科
目
】
し
ま

な
み
海
道
を
事
例
と

し
た
ブ
ロ
グ
記
事
を

利
用
し
た
サ
イ
ク
リ

ス
ト
の
た
め
の
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築
お

よ
び
観
光
資
源
分
析

（
指
導
教
員
：
石
野

亜
耶
）

山
本
明
日
美（
経
営
学
科
３
年
）

【
論
文
科
目
】「
チ
ー
ム
と
し
て

の
学
校
」
と
大
学
生
に
よ
る
学

校
支
援
活
動
（
指
導
教
員
：
胤

森
裕
暢
）

▽
奨
励
賞
（
５
編
）

冨
岡
大
地
（
経
済
学
科
４
年
）

【
論
文
科
目
】
運
動
部
活
動
に

お
け
る
体
罰
に
つ
い
て
（
指
導

教
員
：
中
嶋
則
夫
）

藤
本
早
紀
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
４
年
）

【
論
文
科
目
】
待
機
児
童
か
ら

見
る
日
本
の
未
来（
指
導
教
員
：

貫
名
貴
洋
）

島
崎
雄
大
（
経
営
学
科
３
年
）、

田
中
優
吾
（
経
営
学
科
３
年
）、

難
波
江
鞠
奈（
経
営
学
科
３
年
）

【
論
文
科
目
】
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
日

本
で
は
な
ぜ
売
れ
な
か
っ

た
の
か
？
（
指
導
教
員
：

細
井
謙
一
）

山
崎
家
楽
（
経
済
学
科
４

年
）

【
論
文
科
目
】
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
キ
ャ

プ
テ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
研
究
（
指
導

教
員
：
岡
田
斎
）

横
山
陽
一
（
経
済
学
科
４

年
）

【
論
文
科
目
】
松
下
幸
之
助

及
び
本
田
宗
一
郎
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
～
Ｐ
Ｍ
理
論

に
基
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
ス
タ
イ
ル
の
比
較
～
（
指
導

教
員
：
岡
田
斎
）

受賞者（最優秀賞、優秀賞）

受賞者（奨励賞）

平
成
28
年
度
学
生
懸
賞
論
文
審
査
結
果

（
学
年
は
表
彰
当
時
の
も
の
）
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保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで配信しています。ぜ
ひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学及び学生たちのことを知る一助にしてい
ただければと思います。保護者の皆様の多数のご登録をお待ちしております。登録方法
はホームページから“保護者の方へ”をクリックしてください。

■平成 29 年度 AO、推薦、一般、入試センター入試試験結果

入試制度 募集人員
（人）

志願者数
（人）

受験者数（A）
（人）

合格者数（B）
（人）

競争率（A/B）
（人）

AO 入学試験 20 34 32 8 4.0

推薦入学試験 350 777 774 584 1.3

一般入学
試験

（1 期） 285 1,403 1,387 561 2.5

（2 期） 55 386 369 139 2.7

入試センター
入学試験

（1 期） 110 776 776 524 1.5

（2 期） 30 140 140 89 1.6

計 850 3,516 3,478 1,905

入 学 試 験 結 果平成29年度

◆
副
理
事
長

副学長
石田　優子

◆
常
務
理
事

事務局長
松井　寿貢

担
当
科
目

会
計
監
査
論
ほ
か

助教
東　幸代

担
当
科
目

現
代
日
本
経
済
事
情
Ⅰ
ほ
か

◆
教
育
職

教授
宜名真　勇

担
当
科
目

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
ほ
か

准教授
中村　隆行

担
当
科
目

必
修
英
語
Ａ
Ⅰ
ほ
か

講師
藤田　香織

担
当
科
目

外
国
文
学
Ａ
ほ
か

助教
藤山　和久

担
当
科
目

経
営
管
理
論
ほ
か

助教
宮辻　渉

担
当
科
目

教
職
入
門
ほ
か

准教授
三山　緑

担
当
科
目

必
修
英
語
Ｂ
Ⅰ
ほ
か

講師
森谷　浩士

入試広報センター
矢田部　樹

◆
事
務
職

学務センター学生課主事
上堀　次徳

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館玄関・
図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各自自由に持ち帰ってくだ
さい。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所まで来てください。

◆広島経済大学経済研究論集　第39巻　第3・4号（2016年12月）
【論　説】
内示生産システムにおける需要の不確実性への対応� 上野　信行（教　授）
科学的研究方法に潜む思考傾向
―デカルトの「方法序説」に遡った仮説的試論 ―� 高岡　義幸（教　授）
沖縄における小売業の生成・発展
―サンエーの事例を中心として―� 山内　昌斗（教　授）
2015年から2016年Q1のスマートフォン市場動向の検証� 山本　雅昭（教　授）
2015年のスマートフォン市場動向からみる半導体業界�  山本　雅昭（教　授）
戦後日本の資金循環� 高倉　文年（准教授）
BtoBサービスに関する文献研究
―製造業におけるサービスに焦点を当てて―� 坂間　十和子（助　教）
四半期決算発表の集中化と利益情報に対する株価形成� 森脇　敏雄（助　教）
【研究集会報告】
製造業におけるサービス化に関する事例研究� 坂間　十和子（助　教）
経済研究論集　第39巻　総目次

◆広島経済大学研究論集　第39巻　第3・4号（2016年12月）
【論　説】
Gender学から見る　江副碧の生涯
―リクルート事件を乗り越えて（後編）―� 上田　みどり（教　授）

「学習指導技量」評定項目の有用性に関する研究
―「教科の指導法」受講生の授業観の変化を中心に―� 田中　泉（教　授）
� 三山　緑（岐阜聖徳学園大学教育学部講師）
� 佐藤　善人（東京学芸大学教育学部准教授）
複体の描画点数低減アルゴリズム� 田中　章司郎（教　授）
� 坂口　隼（島根大学総合理工学部卒）
日本における一般消費税に関する研究� 餅川　正雄（教　授）
旅行ブログエントリの自動抽出� 石野　亜耶（助　教）
インドネシア高校地理教科の「コンピテンシ」のあり方
―2004・2006年カリキュラム・地理指導要領・教科書内容をめぐる変革―
� 澤　滋久（助　教）
研究論集　第39巻　総目次

◆「価値観形成学習」による「倫理」カリキュラム改革（2017年1月20日発行）
　著　者：胤森　裕暢（広島経済大学 教授）
　出版社：風間書房
　2015年に広島大学へ提出した学位論文を、科学研究費助成事業（科学研究費
補助金）（研究成果公開促進費）「学術図書」の交付を受け公刊したもの。

昇
任
・
昇
格

　
〈
平
成
29
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
教
授
】高
倉
文
年
・
楊
義
申【
准

教
授
】
石
野
亜
耶
・
貫
名
貴
洋
・

田
中
佑
美

◆
事
務
職

【
図
書
館
長
】
西
川
英
治
【
興

動
館
副
館
長
】
石
田
眞
英

異
　
動

〈
平
成
29
年
４
月
１
日
付
〉

◆
事
務
職

【
法
人
部
】
香
川
文
絵
（
課
長

補
佐
）【
総
務
部
付
】
伊
東
奉

文
（
参
事
）【
学
務
セ
ン
タ
ー

学
生
課
】深
川
敏
一（
次
長
）【
教

育
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
学
習

支
援
課
】堰
楽
典
子（
主
任
）【
図

書
館
】
石
谷
潤
治
（
次
長
）

退
　
職

〈
平
成
29
年
３
月
31
日
付
〉

◆
教
育
職

【
教
授
】
上
田
み
ど
り
・
中
川

栄
治
・
志
々
田
ま
な
み
・
Ｒ
．Ｌ
．

ラ
イ
ナ
ス
【
准
教
授
】
柾
本
伸

悦
【
助
教
】
麻
畠
徳
子

◆
事
務
職

【
学
務
セ
ン
タ
ー
学
生
課
主
事
】

三
坂
公
範
【
総
務
部
管
財
課
】

池
田
勝
祥

事
務
組
織
改
組

〈
平
成
29
年
４
月
１
日
付
〉

国
際
交
流
室
を
廃
止
し
、
国
際

教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
。

入
試
・
広
報
戦
略
室
を
廃
止
し
、

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
。

2017
ひろしまフラワーフェスティバル

参加のお知らせ

　今年もひろしまフラワーフェスティバルに
“興動人ひろば”で参加します。学生を中心とし
たさまざまな催し（ハワイのレイづくりや伝統
工芸品の販売など）を用意し、皆様の来場をお
待ちしております。ぜひお越しください！

5月3日（水）～5日（金）

　

平
成
29
年
２
月
、
卒
業
論
文
「
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
概
念
の
拡

張
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
部
品
発
注
方
式
の
強
化
―
自
動
車
産
業

に
お
け
る
１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
取
引
シ
ス
テ
ム
を
事
例
に
―
」

が
、
公
益
社
団
法
人 

日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会

よ
り
、
平
成
28
年
度
※
中
国
・
四
国
支
部
長
賞
を
受
賞
。
５
年
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
大
学
院
生
で
も
あ
り
、
学
部
卒
業
後
は
大

学
院
で
も
研
究
を
続
け
る
彼
を
要
チ
ェ
ッ
ク
!!

※
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
の
研
究
と
し
て
表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
た
学

生
を
対
象
に
、
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
賞
。

経
大
の

特
集
Vol.5

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

名
前
：
泉い

ず
み
だ田　

和か
ず
き希

	

（
取
材
当
時
：
経
営
学
科
４
年
・

	

広
島
市
立
広
島
商
業
高
校

	

出
身
）

【
受
賞
し
て
の
感
想
】

　

指
導
教
員
の
上
野
先
生
、
重

本
先
生
の
お
二
人
の
熱
心
な
ご

指
導
が
あ
っ
て
い
た
だ
け
た

賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
お
二
人
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
受
賞

す
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た

が
、
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
励
み
に
今
後
の
研
究
も
よ
り

一
層
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

【
日
々
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
し

て
い
ま
す
か
】

　

研
究
内
容
に
関
連
す
る
論
文

や
書
籍
を
集
め
、
知
見
を
深
め

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
基
盤
と
な

自
薦
・
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
周
り
の
凄
い
人
を
広
報

課
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
！ 

る
も
の
を
定
め
て
、
そ
れ
に
疑

問
が
生
じ
た
ら
解
決
す
る
た
め

に
関
連
す
る
も
の
を
調
べ
る
と

い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
論
文
制
作
で
良
か
っ
た
点
、

苦
労
し
た
点
は
】

　

自
動
車
産
業
の
発
注
方
式
を

理
解
す
る
た
め
に
、
実
際
に
自

動
車
産
業
の
企
業
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
様
々
な
こ
と
を

教
わ
る
こ
と
で
知
識
が
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

執
筆
し
て
い
く
う
ち
に
少
し

ず
つ
内
容
が
ブ
レ
て
し
ま
い
、

何
を
書
い
て
い
る
か
が
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
点
は
苦

労
し
ま
し
た
。

【
将
来
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
】

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
な

り
、
研
究
し
て
い
る
在
庫
管
理

の
面
か
ら
企
業
の
助
け
に
な
り

た
い
で
す
。

　平成 28 年 11 月 30 日、「大学ブランド・イメージ
調査（2016-2017）」の調査結果が発表され、国公立
大学を含む中四国大学の「大学ブランド力ランキング
（ビジネスパーソンベース）」で、本学が９位にランク
インした。
　この調査は株式会社日経ＢＰコンサルティングによ
るもので、全国 9地区 455大学について各大学の認知
やイメージなどを尋ねたもので、本学は【中国・四国編】
59校のなかで 2年連続のトップ 10入りとなった。
　また、49項目設定されている各ブランド・イメージ
項目のうち、以下の項目のイメージについては本学が
第 1位に挙げられた。

▼大学に対するイメージ

●キャンパスに活気がある

▼学生に対するイメージ

●コミュニケーション能力が高い
●面白みがある

「中四国大学ブランド力」
本学が9位に!!

平成29年度　オープンキャンパス開催のお知らせ
今年もオープンキャンパスを開催します。模擬授業や個別相談、施設見学など、見て！聞いて！体験できる！
楽しいプログラムを用意してお待ちしております。

6月18日日
7月15日土
7月16日日
8月27日日

お問い合わせ先：入試課　TEL:082-871-1313

「先輩の声を聞こう！」の一場面 女子トークで盛り上がる女子カフェ

各学科の教員による模擬授業 学生アトラクションの様子

中四国、
県内遠方からは
無料送迎バスを
運行します。（要予約）
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任

人
　
事

〈
平
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年
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〈
平
成
29
年
４
月
１
日
付
〉
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中
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